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第１部 第３次環境基本計画の概要 

 

枚方市では、「枚方市環境基本条例」に基づき、平成 13（2001）年２月に「枚方市環境基本計画」、平成 23（2011）年３月に「第２次枚方市環境基本計

画」（以下、「前計画」といいます。）を策定し、市民・市民団体、事業者とともに様々な環境保全の取り組みを推進してきました。 

前計画の策定以降、国際的な動向として、持続可能な開発目標（SDGs）やパリ協定の採択、国内においては、第５次環境基本計画や生物多様性国家戦略の

策定、環境教育等による環境保全の取組の促進に関する法律が施行されるなど、環境施策を取り巻く状況は大きく変化しています。 

また、本市においては、これまでの環境保全の取り組みを踏まえ、「第５次枚方市総合計画」や分野別行政計画である「枚方市地球温暖化対策実行計画」、

「枚方市一般廃棄物処理基本計画」、「枚方市みどりの基本計画」などの関連計画を策定し、取り組みを進めています。 

こうした国内外の動向や関連計画との整合、前計画の進捗状況、課題等を踏まえ、新たに「生物多様性地域戦略」、「環境教育行動計画」を盛り込み、今後

実施していくべき環境施策の基本的な方向性を定めるため、令和３年３月に「第３次枚方市環境基本計画」を策定しました。 

 

 

１．計画のテーマ 

  

「枚方市環境基本条例」の基本理念等を踏まえ、本計画のテ

ーマを「地域から地球へ、みんなでつなぐ豊かな環境～住み続

けたいまち 枚方～」として設定しています。 

 

 

２．計画の期間 

 

令和３（2021）年度から令和 12（2030）年度までを計画期間

としています。なお、本市を取り巻く社会状況等の変化を踏ま

え、策定から概ね５年後に中間見直しを検討します。 

 

 

  

枚方市環境基本条例 

第３次枚方市環境基本計画令和５年度事業計画 

※令和３年３月策定 

※毎年度見直し 

第３次枚方市環境基本計画 
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３．計画の施策の体系と基本目標                        
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４．環境指標 

 

施策の進捗状況を把握するため、基本目標ごとに環境指標を設定して

います。環境指標は、「枚方市総合計画」の進行管理を行うために構築

された施策評価制度の施策指標などを用いて設定しています。 

 

【年度ごとの評価について】 

 平成 30（2018）年度の実績値を基準年度として、令和 12（2030）年

度までの目標値を各年度に割りつけて、年度ごとの目標値を設定し、

年度目標に対する実績値の達成率に応じて、５段階で評価を行いま

す。 

  

 ＜年度目標値の評価区分＞ 

評価 年度目標値に対する実績値の達成率 

★ ★ ★ ★ ★ 100％以上 

★ ★ ★ ★ ☆ 80％以上 100％未満 

★ ★ ★ ☆ ☆ 60％以上 80％未満 

★ ★ ☆ ☆ ☆ 40％以上 60％未満 

★ ☆ ☆ ☆ ☆ 40％未満 

 

 

 

 

 

図 わたしたちがめざす将来の環境の姿 
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第２部 令和４年度の主な取り組み実績と今後の方向性 

 
 

基本目標１ すべての主体が環境保全活動に取り組む【パートナーシップ・環境教育】                
 

 

 

 

 

 

 

 

 

【①環境指標の推移】 

指  標 
基準年度実績 

平成 30（2018）年度 

実績 

令和４（2022）年度 

目標 

 
環境指標の実績 

【毎年度状況を把握する指標】 

環境保全活動に取り組んでいる 

市民団体・事業者等の数 

238 団体 
265 団体 

（★★★★★） 
248 団体 

 

【毎年度状況を把握する指標】 

環境教育・学習等に参加した人の 

うち、環境保全意識が高まったと 

感じた人の割合 

84.7％ 
93.8％ 

（★★★★★） 
90％ 
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パートナーシップ・環境教育 
すべての主体が環境保全活動に取り組む 

分野と分野別の基本目標 環境施策の分野 

市民・市民団体、事業者の環境保全活動の促進 

ライフステージに応じた環境教育・環境学習の推進 

環境コミュニケーションの推進 
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【②令和４（2022）年度の主な取り組み実績】  【④令和５（2023）年度事業計画】 

○環境の保全と創造についての取り組みを推進するために設立された「NPO法

人ひらかた環境ネットワーク会議」が取り組む環境保全活動の支援を実施 

○枚方市地球温暖化対策協議会の活動を通して、市民・事業者の地球温暖化対

策を推進【活動事業者 680 社】 

○市立学校園において、市独自の「学校版環境マネジメントシステム（S-EMS）」

を運用し、省エネルギー行動と学校独自の環境保全の取組みを実施 

○「ひらかたエコライフつうしんぼ」を作成し、希望する小学校へ配布 

【1,452 部回収】 

○小学校４～６年生を対象としたデジタル版環境副読本「わたしたちのくらし

と環境」を作成（令和５年４月１日に公開） 

○サプリ村野の「環境情報コーナー」において、環境ネットワーク会議と協力

して市の環境保全への取り組みを情報発信【利用者 2,071 人】 
 

 

施策分野１ 市民・市民団体、事業者の環境保全活動の推進（４Ｐ～） 

○エコライフ推進事業【温暖化】【教育】 

○環境保全啓発補助事業【温暖化】【教育】 

○枚方市地球温暖化対策協議会事業【温暖化】【教育】 

○住工共生環境対策支援事業 

 

施策分野２ ライフステージに応じた環境教育・環境学習の推進 

（５Ｐ～） 

○学校版環境マネジメントシステム（S-EMS）事業【温暖化】【教育】 

○持続可能な社会の実現に向けた環境教育事業【温暖化】【教育】 

○「ひらかたエコライフつうしんぼ」事業【温暖化】【教育】 

○教職員環境教育関係研修事業【教育】 

○保育所等への環境出前学習の実施【温暖化】【教育】 

○市民向け環境講座の実施【温暖化】【教育】 

○環境副読本の作成【温暖化】【教育】 

 

施策分野３ 環境コミュニケーションの推進（６Ｐ～） 

○環境情報コーナーの運用【温暖化】【生物】【教育】 

○温暖化対策に関するポータルサイトによる情報発信【温暖化】 

○「ひらかたの環境（環境白書）」・｢環境データ集｣の発行 

 

 

 

【③今後の方向性】 

○サプリ村野の「環境情報コーナー」の利用者増加に向け、更なる活用を図る

とともに、「ひらかたの環境（環境白書）」の発行や環境イベント等において、

環境情報に触れる機会をさらに創出するなど、環境情報の提供を拡充し、環

境教育・環境学習の更なる機会の創出を図ります。 

○引き続き「NPO 法人ひらかた環境ネットワーク会議」や「枚方市地球温暖化

対策協議会」等と継続して連携することで、市民･市民団体・事業者・行政

による地域の環境保全活動をさらに強化し、ネットワークの輪を広げます。 

※「令和５（2023）年度事業計画」の凡例 

・事業名の後ろの【 】は各計画等に位置付けられている事業を示す 

 【温暖化】…第２次枚方市地球温暖化対策実行計画（区域施策編） 

【生物】…枚方市生物多様性地域戦略 

【教育】…枚方市環境教育行動計画 

・（ ）内のページ数は、「第３次枚方市環境基本計画令和５年度事業

計画」での掲載ページ 

・網掛けしている事業は令和５年度の新規事業 
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基本目標２ 脱炭素化を推進するまちをめざす【地球環境】                                        
 

 

 

 

 

 

 

 

 

【①環境指標の推移】 

指  標 
基準年度実績 

平成 30（2018）年度 

実績 

令和４（2022）年度 

目標 

 
環境指標の実績 

【５年ごとに状況を把握する指標】 

市域から排出される温室効果ガス

排出量 

2,813,522 t-CO2 

 

2,251,678 t-CO2 

（★★★★★） 

※令和２(2020)年度実績 

1,491,167 t-CO2 

（47％以上削減） 

 

【毎年度状況を把握する指標】 

市内の１世帯あたりの年間の 

エネルギー消費量（電気・ガス） 

67,085 J 

 

62,806 J 

（★★★★☆） 

※令和２(2020)年度実績 

33,592 J 

（50％以上削減） 

 

 

 

2,813,522

2,251,678

1,491,167

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

3,000,000

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2030

(t-CO2)

(年度)

67,085

62,806

33,592

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

2017 2018 2019 2020 2030

(J)

(年度)

基準年度 
平成 25(2013)年度 

基準年度 
平成 29(2017)年度 

地球環境 
脱炭素化を推進するまちをめざす 

分野と分野別の基本目標 環境施策の分野 

省エネルギー・省 CO2活動の促進 

 
再生可能エネルギーの普及促進 

気候変動の影響に対する適応策の推進 



7 

 

【②令和４（2022）年度の主な取り組み実績】  【④令和５（2023）年度事業計画】 

〇NPO 法人ひらかた環境ネットワーク会議と連携し、「COOL CHOICE」を市域

の幅広い世代に対して呼びかけを実施 

【ひらかたみんなでエコ宣言 宣言数 294 名】 

○市役所におけるグリーン購入を推進【グリーン購入率 95.0％】 

○枚方市環境マネジメントシステム（H-EMS）を運用し、温室効果ガスの排出

抑制等の対策を推進【市役所のエネルギー消費原単位 6.1％削減（H25 比）】 

○暑気対策として、緑のカーテンモニターを募集し、コンテストを実施。 

 【モニター196 人参加、コンテスト 147 人参加】 

○市の太陽光発電システム等（枚方ソラパ等）を活用した環境保全の普及 

啓発の実施 

 

施策分野１ 省エネルギー・省ＣＯ２活動の促進（８Ｐ～） 

○COOL CHOICE 普及啓発推進事業【温暖化】【教育】 

○市役所エコオフィス推進事業【温暖化】 

○市役所におけるグリーン購入の推進【温暖化】 

○道路照明灯 LED 化事業【温暖化】 

○公用車における電動車の導入【温暖化】 

○建築物省エネ法の運用【温暖化】 

 

施策分野２ 再生可能エネルギーの普及促進（９Ｐ～） 

○再生可能エネルギー導入等推進事業【温暖化】 

○ネット・ゼロシティ Hirakata style 事業【温暖化】【教育】 

○再生可能エネルギーへの移行及び電力購入契約の一本化【温暖化】 

 

施策分野３ 気候変動に対する適応策の推進（10Ｐ～） 

○水を活用した暑気対策事業【温暖化】【教育】 

○緑のカーテン事業【温暖化】【教育】 

○地域防災推進員育成事業【温暖化】 

 

 

 

【③今後の方向性】 

○公共施設への率先した太陽光発電の導入を推進するため、既存施設への導

入可能性調査を実施します。 

○家庭部門の温室効果ガスの削減に向けて、国民運動｢COOL CHOICE｣を引き続

き、幅広い世代に対して呼びかけ、ライフスタイルを見直すきっかけを創

出します。 

○公用車（特殊自動車を除く）について、電動車の導入を推進するとともに、

民間事業者と連携し、市民・事業者への電動車の導入を促進し、さらには、

「ゼロカーボン・ドライブ」を市域に拡大していきます。 

○大阪府と連携した再エネ電気や太陽光発電・蓄電池システムの共同購入事

業等を通じて、市域への再生可能エネルギーの地産地消の取り組みを推進

します。 

○様々な未利用地に環境等に配慮しながら、太陽光発電設備を設置し、周辺

地域で活用していくことで、再生可能エネルギーの普及を促進します。 
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基本目標３ 自然が保全され、人と自然が共生するまちをめざす【自然環境】                     
 

 

 

 

 

 

 

 

 

【①環境指標の推移】 

指  標 
基準年度実績 

平成 30（2018）年度 

実績 

令和４（2022）年度 

目標 

令和 12（2030）年度 
環境指標の実績 

【４年ごとに状況を把握する指標】 

市全域における緑被面積の割合 

38.5％ 

 

38.7％ 

（★★★★★） 

※令和元(2019)年度実績 

38.5％ 

 

【10 年ごとに状況を把握する指標】 

自然環境調査で確認された在来種

の種数 

1,304 種 

1,304 種 

（★★★★★） 

※平成 30(2018)年度実績 

1,304 種 
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自然が保全され、人と自然が共生する 
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分野と分野別の基本目標 環境施策の分野 

生態系の保全 

 
緑の保全と創出 

自然とのふれあいの場の確保 
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【②令和４（2022）年度の主な取り組み実績】  【④令和５（2023）年度事業計画】 

○森林ボランティア育成に向けた里山講座の実施【６回開催】 

○森林整備方針を踏まえ、間伐などの森林整備を実施 

○里山保全活動団体に対して補助金を交付し、活動を支援。【６団体に交付】 

○枚方市産農産物を学校給食に使用【市内農産物 19 品目】 

○市内農産物を市民へ直接対面販売する「ふれあい朝市」の開催を支援 

【535 回開催】 

○「葉っぱの観察」や「夏の昆虫教室」などの自然観察会や「自然保護を考

える講演会」を実施【のべ参加者数 191 名】 

○桑ケ谷の緑地において年に８回、他の場所への出張型として２回のプレー

パークを実施 

 

施策分野１ 生態系の保全（12Ｐ～） 

○森林環境保全事業【温暖化】【生物】 

○森林ボランティア育成事業【温暖化】【生物】【教育】 

○里山保全推進事業【温暖化】【生物】 

○里山保全活動補助事業【温暖化】【生物】 

○農業被害対策事業【生物】 

○ふるさと生き物調査の実施【生物】【教育】 

○特定外来生物の防除【生物】 

 

施策分野２ 緑の保全と創出（13Ｐ～） 

○緑化推進事業【温暖化】【生物】【教育】 

○新名神高速道路事業に係る公園・緑地の整備【温暖化】【生物】 

○市道緑化推進事業【温暖化】【生物】 

○地産地消推進事業【温暖化】【生物】【教育】 

○エコ農産物普及拡大事業【温暖化】【生物】 

○都市公園等維持管理事業【温暖化】【生物】 

○公園整備事業【温暖化】【生物】 

 

施策分野３ 自然とのふれあいの場の確保（14Ｐ～） 

○自然保護啓発事業【温暖化】【生物】【教育】 

○野外活動センター活用事業【生物】【教育】 

○プレーパーク推進事業【温暖化】【生物】【教育】 

 

 

 

【③今後の方向性】 

○引き続き、市民や事業者、緑化活動団体などが、身近な地域の「まちなか

緑化」に取り組めるよう、各種緑化推進事業による支援を進めます。 

○新名神高速道路事業に伴い生じた事業用地等を活用し、新たに公園・緑地

を整備し、みどりとふれあえる空間を創出します。 

○市域の自然環境の現況を把握し、市民の自然環境に対する関心をさらに高

めるため、市全域を対象とした市民参加型の自然環境調査を行います。 

○引き続き、自然観察会等を実施することにより、枚方市に残る身近な自然

をふれあうことのできる機会を創出します。 
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基本目標４ 環境負荷の少ない、資源が循環したまちをめざす【資源循環】                     
 

 

 

 

 

 

 

 

 

【①環境指標の推移】 

指  標 
基準年度実績 

平成 30（2018）年度 

実績 

令和４（2022）年度 

目標 

令和 12（2030）年度 
環境指標の実績 

【毎年度状況を把握する指標】 

市民１人あたりの１日のごみの 

排出量 

826g 
762g 

（★★★★★） 

785g 

 

 

【毎年度状況を把握する指標】 

ごみの焼却量 
96,041t 

88,421t 

（★★★★★） 

88,844t 

（令和 7（2025）年度） 
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分野と分野別の基本目標 環境施策の分野 

廃棄物の発生抑制 

 
リサイクルの促進 

廃棄物の適正処理の推進 
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【②令和４（2022）年度の主な取り組み実績】  【④令和５（2023）年度事業計画】 

○ごみ減量についての関心と理解を深めるイベントとして環境ポスターコン

クールを開催 

○資源ごみや粗大ごみの持ち去り行為を条例で規制するとともに、巡回パト

ロールの強化や制度の周知・啓発を実施 

○ペットボトル・プラスチック製容器包装、紙類や空き缶、びん・ガラス類、

使用済小型家電等の資源化の推進【ごみの資源化率 18.8 %】 

○穂谷川清掃工場及び東部清掃工場において、ごみ焼却処理に係る環境負荷

を抑えるとともに、廃熱を利用した発電を実施 

○東部清掃工場において、CO2 削減効果のある溶融炉の停止を実施【2,100ｔ

-CO2/年】 

○多量排出事業所から、一般廃棄物管理責任者の選任及び減量等計画書の提

出を受けるとともに、立入調査を実施し、事業系ごみの適正処理による減

量及び再資源化を推進 

 

施策分野１ 廃棄物の発生抑制（16Ｐ～） 

○ごみ減量化啓発事業【温暖化】【教育】 

○フードドライブ事業【温暖化】【教育】 

○清掃工場見学等環境啓発事業【温暖化】【教育】 

○ごみ減量化対策事業【温暖化】【教育】 

○家庭系ごみ有料化の検討【温暖化】 

 

施策分野２ リサイクルの促進（18Ｐ～） 

○ごみ資源化事業【温暖化】 

○学校給食牛乳パックリサイクル事業【温暖化】【教育】 

○資源ごみ等持ち去り行為防止対策事業【温暖化】 

○古紙回収事業【温暖化】 

○廃棄文書のトイレットペーパー化事業【温暖化】 

○廃油リサイクル事業【温暖化】 

○図書リサイクル事業【温暖化】 

○再生資源集団回収報償金制度運用事業【温暖化】 

 

施策分野３ 廃棄物の適正処理の推進（20Ｐ～） 

○新ごみ処理施設整備事業 

○東部清掃工場焼却施設長寿命化に係る整備改良事業【温暖化】 

○事業系ごみ減量指導事業 

○産業廃棄物指導等事業 

○穂谷川清掃工場運営管理事業【温暖化】 

○東部清掃工場運営管理事業【温暖化】 

 

 

 

【③今後の方向性】 

〇引き続き、市民・事業者・行政が連携・協力しながら、ごみの発生抑制を

最優先として、ごみの減量の取り組みを推進することとし、食品ロスを削

減するため、民間事業者と連携し、家庭で提供可能な食品を回収し、必要

とする市民や食品の活用が可能な団体等に提供する「フードドライブ」を

実施します。 

〇引き続き、ごみの資源化処理を推進することとし、「学校給食牛乳パックリ

サイクル」に取り組むとともに、その取り組みを活用した環境教育を推進

します。 

○引き続き、多量排出事業者に対する指導や清掃工場の整備改良に取り組み、

廃棄物の適正処理を推進します。 
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基本目標５ 健康と安全が守られ、快適な都市環境が確保されたまちをめざす【都市環境・生活環境】           
 

 

 

 

 

 

 

 

 

【①環境指標の推移】 

指  標 
基準年度実績 

平成 30（2018）年度 

実績 

令和４（2022）年度 

目標 

令和 12（2030）年度 
環境指標の実績 

【５年ごとに状況を把握する指標】 

市域の空き家率 
12.4％ 

12.4% 

（★★★★★） 

※平成 30(2018)年度実績 

12.4％ 

 

【毎年度状況を把握する指標】 

環境基準の達成率 
95.5％ 

96.0％ 

（★★★★☆） 

100％ 
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分野と分野別の基本目標 環境施策の分野 

人と環境に配慮したまちづくりの推進 

 
美しいまちなみの確保 

良好な生活環境の確保 
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【②令和４（2022）年度の主な取り組み実績】  【④令和５（2023）年度事業計画】 

○３ヵ所の単独バス停にて、上屋の遮熱式への交換、保水性舗装への改良、緑

化を実施 

○使い捨てプラスチックごみの削減やポイ捨てゼロに向けて、さらには、SDGs

の 17 のゴールの１つである「14 海の豊かさを守ろう」の達成を目指し、

「プラごみダイエット～ポイ捨てゼロ宣言」への参加を呼びかけ 

【宣言を行った市民の数（累計）7,600 人】 

○ひらかたクリーンリーバーの実施や地域清掃への支援を行うとともに、犬の

ふん問題に対する「イエローカード作戦」を支援 

○公共場所において、美化活動に取り組む市民団体や企業に対して協定に基づ

く支援を実施【アダプトプログラム登録団体数 244 団体】 

○補助制度やモデル事業などにより、空き家等の総合的な対策に取り組んだ。 

○公共下水道（汚水）未整備地区の実勢設計・整備工事に取り組んだ 

○継続的に市域の大気、水質、騒音等の状況について監視・調査を実施 
 

 

施策分野１ 人と環境に配慮したまちづくりの推進（22Ｐ～） 

○公共交通利用促進（モビリティ・マネジメント）事業【温暖化】 

○公共交通環境整備事業【温暖化】 

○幹線道路整備事業【温暖化】 

○京阪本線連続立体交差事業【温暖化】 

○光善寺駅西地区第一種市街地再開発事【温暖化】業 

○建築協定・まちづくり支援事業 

○地区計画制度の運用 

○枚方市道路長寿命化修繕計画事業【温暖化】 
 

施策分野２ 美しいまちなみの確保（23Ｐ～） 

○プラごみ削減・ポイ捨て防止推進事業【教育】 

○公共場所のアダプトプログラム事業【教育】 

○まち美化啓発事業【教育】 

○歩きたばこ対策推進事業 

○環境美化推進事業【教育】 

○良好なまちなみ形成事業 

○空き家・空き地対策推進事業 

○不法投棄防止対策事業 

○不法屋外広告物対策事業 
 

施策分野３ 良好な生活環境の確保（25Ｐ） 

○公害防止啓発事業【教育】 

○保水性舗装及び透水性舗装道路整備の促進 

○浄化槽の適正管理 

○事業者への公害防止の指導 

○環境監視事業 

○公共下水道（汚水）整備事業 

○生活排水適正処理啓発事業 

 

 

【③今後の方向性】 

○継続的に幹線道路の整備を進めるとともに、公共交通の利用促進に関する取

組を行い、持続可能な交通機能を確保します。 

○公共交通の利用促進および猛暑対策として、駅前広場などのロータリーやバ

ス停において、植栽などによる緑化、遮熱性の上屋や舗装の整備を行います。 

○引き続き、プラスチックごみ削減やポイ捨て防止などの活動を通し、SDGsの

周知・啓発及び環境美化を推進します。 

○地域の特性を活かした個性と魅力ある景観形成を行うため、景観計画及び景

観条例に沿った良好な景観形成を目指します。 

○継続して市内の水質等の環境の監視を行い、現状把握に努めるとともに、工

場等に対して適切な指導を行うことで、良好な環境の保全を推進します。 

 


